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涙と共に種を蒔く人は喜びの歌と共に刈り入れる。 （詩編126編5節）

Those who sow with tears will reap with songs of joy.（Psalm 126：5）

新約聖書は『マタイによる福音書』から
始まります。その冒頭には、イエス・キリ
ストがイスラエルの父祖アブラハムに遡る
救い主であることが明記され、以下に具体

的な系図が示されます。人名ばかりが続くこの最初のページは、
正直あまり面白いものではなく、聖書を初めて手にした人なら続
きを読もうかどうかためらうでしょう。しかし、読み飛ばしてし
まいたいこの系図にも意味があるのです。なぜなら、そこにはイ
エス・キリストに至る神の救いの歴史を担った信仰者たちの名前
が記されているからです。彼らの中には信仰者の模範とたたえら
れた人もいれば業績を残した王もいましたが、共通している点は
みな等しく罪人だったということです。にもかかわらず、神は彼
ら罪人と同じ系譜の中に、キリストを送られました。キリストこ
そ私たち全人類の罪を担い、贖ってくださるお方だからです。
新年早々、能登半島を襲った地震とその救援のために駆け付け
ようとした航空機事故のニュースが飛び込んできました。ロシア
によるウクライナ侵攻は今なお止まず、ガザ地区へのイスラエル
の攻撃もとどまるところがありません。際限のない人間の罪深さ
に日々愕然とするばかりですが、だからこそ神はこの世界にキリ
ストを送ってくださった！その恵みに感謝しつつ、神の恵みに応
える生き方を今年も模索していきたいと思います。

新約聖書の第１頁
アブラハムの子ダビデの子、イエス・キリストの系図。

－マタイによる福音書１章１節－

九州学院チャプレン 日笠山 吉之

２
０
２
４
年
に

な
り
ま
し
た
。今

年
は
、年
頭
か
ら

能
登
半
島
地
震

や
航
空
機
事
故
、

北
九
州
市
で
の
火
災
な
ど
が
続
き
、こ
の
新
し

い
一
年
が
な
ん
と
な
く
思
い
や
ら
れ
る
年
明

け
と
な
り
ま
し
た
。戦
争
も
続
い
て
い
ま
す
。

20
世
紀
は「
不
安
の
世
紀
」で
し
た
が
、21
世

紀
の
今
は
、「
分
断
と
分
裂
」以
上
に「
対
立
の

時
代
」に
入
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。対
立
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
も
起
こ
り
ま
す

が
、な
ぜ
、人
は
対
立
し
、互
い
に
争
い
合
う
愚

か
さ
の
中
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

要
因
は
様
々
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、根
本
的

に
は
、生
物
と
し
て
の
人
間
の
強
烈
な
自
己
防

衛
本
能
と
、知
的
生
物
と
し
て
の「
自
分
の
正

義
」と
考
え
て
い
る
こ
と
の
非
共
同
性
に
あ
る

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
が
、資
本

主
義
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
始
め
た
頃
か
ら

互
い
の
競
争
の
激
化
へ
と
つ
な
が
り
、今
日
に

至
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
人

間
と
し
て
の
醜
さ
を
露
呈
す
る
こ
と
へ
も
つ
な

が
り
ま
す
。

私
た
ち
の
学
院
も
、こ
の「
対
立
す
る
競
争

原
理
」の
中
に
置
か
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
今
、改
め
て
学
院
の
原
点
で
あ
る

聖
書
の
教
え
に
立
ち
返
っ
て
み
れ
ば
、「
神
は

人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

与
え
ら
れ
た
が
、そ
れ
は
競
争
し
た
り
比
べ
た

り
す
る
た
め
で
は
な
く
、そ
の
個
性
を
そ
れ
ぞ

れ
が
活
か
し
て
共
に
助
け
合
う
た
め
」と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。時
代
や
状
況
が
厳
し
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
は

必
要
で
す
。そ
の
教
え
の
原
点
か
ら「
ど
う
す

れ
ば
、み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
か
」、そ
の
こ

と
を
今
年
も
考
え
つ
つ
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

院
長
室
だ
よ
り

事
か
ら
未
来
に
繋
い
で
い

く
た
め
の
今
を
生
き
る
」、

「
何
が
大
切
な
こ
と
か
を

考
え
て
自
己
を
律
す
る
」

生
き
方
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
、石
居
先
生
は

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

石
居
先
生
は
ご
講
演
の

ま
と
め
で「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
で
あ
る
九
州
学

院
で
学
ぶ
皆
さ
ん
は
、神

の
祝
福
の
言
葉
を
受
け
取

り
、何
が
大
切
か
考
え
て

神
の
思
い
を
知
っ
て
く
だ

さ
い
。そ
し
て
、新
し
い
社

会
・
未
来
を
拓
く
た
め
に

皆
さ
ん
自
身
の
言
葉
を
紡

い
で
い
く
こ
と
を
大
事
に

し
て
く
だ
さ
い
」と
優
し

く
語
り
か
け
ま
し
た
。

未
来
に
向
け
て
言
葉
を

紡
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
学

べ
た
、創
立
１
１
４
年
目

を
迎
え
る
九
州
学
院
の
記

念
講
演
会
と
し
て
時
宜
に

適
っ
た
内
容
の
石
居
先
生

の
お
話
に
、各
教
室
の
聴

衆
一
同
は
真
剣
な
表
情
で

傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。

九
州
学
院
で
は
１
月
19

日
を
学
院
の
創
立
記
念
日

（
１
９
１
０
年
同
日
設
立

認
可
、開
校
は
１
９
１
１

年
）と
し
て
定
め
、毎
年
こ

の
時
期
に
創
立
記
念
講
演

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
１
月
18
日
㈭
、

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
長

の
石
居
基
夫
先
生
よ
り
中

高
生
・
教
職
員
に
向
け
て

ご
講
演
を
た
ま
わ
り
ま
し

た（
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
）。

石
居
先
生
は
ル
ー
テ
ル

の
教
育
の
源
流
が
九
州
学

院
に
あ
る
と
い
う
歴
史
を

紹
介
さ
れ
、続
い
て「
キ
リ

ス
ト
教
的
人
間
理
解
」に

つ
い
て
聖
書
の
言
葉
を
交

え
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し

た
。人
間
は「
共
に
助
け
合

う
存
在
と
し
て
生
き
る
」、

「
社
会
文
化
を
創
造
し
て

自
然
を
守
り
、神
の
創
造

に
寄
与
し
て
す
べ
て
の
人

と
共
に
生
き
る
社
会
を
実

現
す
る
」、「
過
去
の
出
来

学校創立
記念講演会

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
長	

石
居
基
夫
先
生

神
の
祝
福
の
言
葉
を
受
け
取
る

２
月
22
日
㈭
、熊
本
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お
い

て
九
州
学
院
高
等
学
校
・

中
学
校
全
国
優
勝
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し
た
。過
去

３
年
度
は
校
内
で
の
表
彰

式
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、祝
賀
会
の
開
催
は
４

年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、過
去
１

年
間
に
全
国
大
会
優
勝
の

栄
冠
に
輝
い
た
生
徒
の
偉

業
を
称
え
ま
し
た
。今
回

は
高
校
剣
道
部
、高
校
水

泳
部
、中
学
校
剣
道
部
、中

学
校
陸
上
競
技（
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
出
場
）、

中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

（
女
子
ユ
ー
ス
世
界
大
会

銀
メ
ダ
ル
・
特
別
表
彰
）の

各
選
手
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。出
席
者
一
同
か
ら
は
、

全
国
優
勝
の
偉
業
を
称
え

る
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、日
本
一
の
喜
び
を
共

に
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

高
校
団
体
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
令
和
５
年
度
玉
竜
旗

　

剣
道
大
会

　

男
子
団
体

●
令
和
５
年
度
全
国
高
等

　

学
校
総
合
体
育
大
会

　

剣
道
競
技
男
子
団
体

 

石
田　

健
真（
３
年
）

 

石
橋
健
太
郎（
３
年
）

 

佐
藤　

利
輝（
３
年
）

 

志
礼　

海
龍（
３
年
）

 

森　
　

凰
介（
２
年
）

 

山
元　

隆
太（
２
年
）

 

大
平　

翔
己（
２
年
）

高
校
個
人
の
部
優
勝

■
水
泳
部

●
特
別
国
民
体
育
大
会

　

競
泳
少
年
男
子
Ａ

〔
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
〕

 

仲
光　

陸
遥（
３
年
）

中
学
校
団
体
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
第
57
回
全
国
道
場
少
年

　

剣
道
大
会

　

男
子
団
体

 

石
橋　

智
紀（
３
年
）

 

亀
井　

響
紀（
３
年
）

 

田
村　

悠
善（
３
年
）

中
学
校
個
人
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
第
53
回
全
国
中
学
校

　

剣
道
大
会
男
子
個
人

 

石
橋　

智
紀（
３
年
）

■
陸
上
競
技
（
個
人
）

●
特
別
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競

技
女
子
39
歳
以
下
・
身

体
障
害
（
下
肢
麻
痺
・

座
位
バ
ラ
ン
ス
あ
り
）

〔
１
０
０
ｍ
＆
２
０
０
ｍ
〕

 

原　

か
の
ん（
３
年
）

全
国
優
勝
祝
賀
会
を
開
催

今
年
度
冬
季
の
全
国
大

会
で
は
本
校
の
選
手
が
６

競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

団
体
競
技
で
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
12
月

23
日
㈯
か
ら
東
京
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
に
８
年
連
続

出
場（
16
回
目
）。ま
た
、陸

上
競
技
部
は
12
月
24
日
㈰

京
都
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
校
駅
伝
に
２
年
ぶ

り
に
出
場（
42
回
目
）。さ

ら
に
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
12
月
27
日
㈬

か
ら
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
大
会
に
７
年
ぶ
り

に
出
場（
４
回
目
）。応
援

の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
各
会
場
に
は
大

勢
の
生
徒
・
保
護
者
・
卒
業

生
が
詰
め
か
け
、
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

個
人
競
技
で
は
、
12
月

20
日
㈬
〜
24
日
㈰
に
四
日

市
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
２
回
全
日
本
女

子
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ

選
手
権
大
会
で
フ
ェ
ザ
ー

級
に
中
川
杏
選
手（
２
年
）

が
、ラ
イ
ト
級
に
山
口
結

奈
選
手（
１
年
）が
出
場
し

ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
23

日
㈯
に
東
京
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
第
42
回
全
国
高

等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
男

子
個
人
戦
に
齊
木
俊
将
選

手（
２
年
）が
出
場
し
ま
し

た
。
な
お
、
益
田
晴
人
選

手（
２
年
）が
１
月
下
旬
に

出
場
予
定
で
し
た
第
32
回

全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟

将
棋
新
人
大
会
は
、
能
登

半
島
地
震
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
声
援
と
ご
支
援
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

冬
の
全
国
大
会
に
６
競
技
で
出
場
！

〜
皆
さ
ま
の
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
〜
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2023年度も残すところ三学期を残すのみ
となりました。
新型コロナウイルス感染対策に追われた三

年間がようやく終わり、学校の教育活動も通常
を取り戻しつつあった現在ですが、2024年
元旦に、能登半島震災という痛ましい災害が

発生しました。亡くなられた方々に哀悼の意を示し、被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げます。
学校では、二学期は、様々な行事がコロナ以前の状態に戻って行う

ことができました。生徒の皆さんの活き活きとした顔がみられ、私も
一スタッフとして、とても嬉しく感じております。また、学習面でも一番
長い学期でもあり、それぞれの生徒さんごとに充実して取り組めたの
ではないでしょうか。
三学期には、高校一年生の研修旅行、学年末考査、高校三年生の大

学等の一般受験、そして卒業式などの大きな行事があります。また、学
校にとっても高校の専願・奨学入試、一般入試が行われる大事な時期
でもあります。各行事等が滞りなく実施できることを心から望んでお
ります。
締めくくりと次への準備期間として、生徒の皆さんにとっても、我々

スタッフ一同にとっても大事な三学期となります。十分な準備と万全
を期して臨んでいく所存です。皆様におかれましても、今後とも、九州
学院の教育活動にご理解・ご協力賜りますようお願い申し上げます。

学 校 長 挨 拶
中高校長　室永 芳久

10
月
30
日
㈪
、熊
本
県

立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、２
０
２
３
年

度「
芸
術
鑑
賞
」
を
実
施

し
ま
し
た
。今
回
は
Ｋ
Ｍ

Ａ（
熊
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

用
意
さ
れ
、代
表
生
徒
が

人
生
初
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

高
価
な
本
物
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
手
に
し
て
緊
張
感

も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し

た
が
、丁
寧
な
ご
指
導
の

お
か
げ
で
無
事
に
演
奏
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
以
降
、校

外
の
施
設
を
中
高
６
学
年

が
揃
っ
て
利
用
し
た
の
は

初
め
て
の
機
会
で
あ
っ
た

今
回
の
芸
術
鑑
賞
は
、す

ば
ら
し
い
音
色
と
共
に
良

き
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。九
州
学
院
で

は
、情
操
教
育
に
つ
な
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
こ

れ
か
ら
も
設
け
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）弦
楽
合

奏
団
の
皆
さ
ま
を
お
招
き

し
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ

オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
の
４
種
類
の
弦
楽

器
に
ピ
ア
ノ
や
琴
を
交
え

た
素
敵
な
演
奏
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
演
奏
曲
目
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
留
ま

ら
ず
、中
高
生
に
も
聴
き

馴
染
み
の
あ
る
現
代
曲
も

多
く
組
ま
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、生
徒
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
演
奏
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
半
に

は
生
徒
参
加
型
の
企
画
も

芸
術
鑑
賞『
Ｋ
Ｍ
Ａ
弦
楽
合
奏
団
』

「
神
さ
ま
が
と
も
に
い
て
く
だ
さ
る
」ク
リ
ス
マ
ス
行
事

①
点
灯
式（
12
月
4
日
㈪
）

九
州
学
院
西
門
そ
ば
で

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン（
育
友
会
協
賛
）の

点
灯
式
が
、学
院
関
係
者

が
多
数
参
加
し
て
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。式

で
は
中
高
吹
奏
楽
部
、敬

愛
会（
高
校
宗
教
部
）な
ど

多
く
の
生
徒
が
準
備
や
奉

仕
等
に
あ
た
り
ま
し
た
。

中
山
竜
一
育
友
会
会
長

と
こ
ど
も
園
園
児
代
表
が

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、夕

闇
の
中
に
鮮
や
か
な
灯
り

が
浮
か
び
上
が
り
、一
帯

は
美
し
さ
と
感
動
に
包
ま

れ
ま
し
た
。参
加
者
一
同
は

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
光
が
学
院
に
連
な
る
者

た
ち
、そ
し
て
皆
さ
ま
に

希
望
と
喜
び
を
お
伝
え
で

き
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
聖

書
の
言
葉
に
傾
聴
し
、讃

美
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

②
礼
拝
等（
12
月
21
日
㈭
）

感
染
症
流
行
に
よ
り
今

回
も
３
号
館
ホ
ー
ル
に
は

各
ク
ラ
ス
の
宗
教
委
員
が

集
い
、他
の
生
徒
た
ち
は

各
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
参
加
と
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
礼
拝
で
は
、

日
笠
山
吉
之
チ
ャ
プ
レ
ン

が
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を

聖
書
か
ら
語
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
祝
会
で
は
、

12
月
15
日
㈮
に
行
わ
れ
た

こ
ど
も
園（
み
ど
り
）ク
リ

ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

映
像
と
、高
校
生
有
志
に

よ
る
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の

演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
学
校

行
事
と
は
別
に
、敬
愛
寮

（
男
子
寮
）の
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
が
、12
月
６
日
㈬
に

九
州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ

モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。救
い

主
イ
エ
ス
さ
ま
の
御
降
誕

を
祝
い
、そ
の
意
味
を
学

ぶ
機
会
が
、九
州
学
院
で

は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
献

金
は
計
４
０
５
，０
１
６
円

で
し
た
。感
謝
し
て
報
告

い
た
し
ま
す
。こ
の
献
金

は
九
州
学
院
が
継
続
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
チ
ャ
イ

ル
ド
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
用
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
11
日
㈯
、３
号
館

ホ
ー
ル
お
よ
び
１
号
館
教

室
に
お
い
て
、２
０
２
４
年

度
九
州
学
院
高
等
学
校

入
試
説
明
会
を
開
催
し
、

熊
本
県
内
外
か
ら
中
学
３

年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
の
説
明
会
で

は
生
徒
１
人
に
つ
き
保
護

者
１
人
の
参
加
を
認
め
た

こ
と
か
ら
、計
約
６
０
０
人

の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た

（
共
に
事
前
申
込
制
）。

説
明
会
は
放
送
部
員
に

よ
る
司
会
で
進
行
し
ま
し

た
。日
笠
山
チ
ャ
プ
レ
ン
に

よ
る
聖
書
朗
読
・
祈
祷
、

室
永
校
長
挨
拶
、山
本
高

校
生
徒
会
長
挨
拶
な
ど
に

続
い
て
、松
本
進
路
指
導

部
長
が
本
校
卒
業
生
の
進

路
状
況
等
を
紹
介
し
ま
し

た
。そ
の
後
、本
校
入
試
で

試
験
を
実
施
す
る
５
教
科

（
国
語
・
英
語
・
数
学
・
理

科
・
社
会
）の
代
表
教
員
お

よ
び
入
試
実
務
担
当
者
が

２
０
２
４
年
度
入
試
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、最
後

に
小
副
川
院
長
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
の
九
学
通
信
が
発

行
さ
れ
る
時
期
に
は
高
校

入
試
は
既
に
終
了
し
て
い

ま
す
が
、一
人
で
も
多
く
の

受
験
生
が
本
校
を
志
望
し

て
受
験
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

高
校
入
試
説
明
会
を
開
催

〜
中
学
３
年
生
が
多
数
参
加
〜

11
月
３
日
㈷
、
九
州
学

院
中
高
構
内
に
お
い
て
、

九
学
祭
第
２
日
「
一
般
公

開
」
が
催
さ
れ
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
も
と
、
各
会

場
と
も
に
多
く
の
来
場
者

で
終
始
大
盛
況
で
し
た
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
に
３

号
館
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
短
時
間
な
が
ら

も
復
活
し
、
立
ち
見
客
も

含
め
て
３
０
０
人
を
越
え

る
観
衆
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
や
販
売
、
発
表
を

行
っ
た
各
主
催
団
体
と
個

人
は
、
こ
の
日
に
向
け
て

準
備
を
重
ね
て
き
た
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
感
や
達
成
感
が
表
れ

た
表
情
が
あ
り
ま
し
た
。

各
方
面
で
の
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
展
示
・
物
販
等
☆

中
学
校
６
ク
ラ
ス
、
高
校

11
ク
ラ
ス
、
中
学
校
部
活

動
等（
美
術
・
パ
ソ
コ
ン
）、

高
校
部
活
動
（
美
術
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
書
道
・
文

芸
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
・
サ
ッ
カ
ー
）、
高
校

美
術
・
書
道
選
択
者
、
育

友
会
、
同
窓
会
、
売
店

☆
食
バ
ザ
ー
☆

高
校
７
ク
ラ
ス
、
中
学
教

職
員
、
育
友
会
、
事
務
室

☆
ス
テ
ー
ジ
発
表
☆

高
校
吹
奏
楽
部
、
高
校
生

独
唱
、
高
校
生
ダ
ン
ス

☆
特
別
企
画
等
☆

図
書
委
員
会
、
進
路
指
導

室
、
歴
史
資
料
・
情
報
セ

ン
タ
ー
、
実
行
委
員
会
、

探
究
学
習（
図
書
室
協
賛
）

11
月
２
日
㈭
、
九
州
学

院
総
合
体
育
館
に
お
い
て

九
学
祭
第
１
日
「
校
内
発

表
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
校
内
発
表
は

３
号
館
ホ
ー
ル
か
ら
各
教

室
へ
の
ラ
イ
ブ
中
継
お
よ

び
事
前
に
収
録
し
た
動
画

を
視
聴
す
る
か
た
ち
で
実

施
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

４
年
ぶ
り
に
総
合
体
育
館

に
中
高
全
学
年
の
生
徒
と

教
職
員
が
集
結
す
る
環
境

下
で
実
施
で
き
ま
し
た
。

開
会
宣
言
に
続
い
て
、

す
ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
各
発
表
者
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
る
と
、
観
衆

か
ら
は
感
動
と
感
謝
の
気

持
ち
が
込
も
っ
た
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

前
高
校
生
徒
会
長
・
副

会
長
コ
ン
ビ
に
よ
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
ス
テ
ー
ジ
や
、
中

高
生
徒
会
役
員
と
実
行
委

員
が
準
備
し
た
学
年
別
ク

ラ
ス
対
抗
イ
ン
ト
ロ
ク
イ

ズ
も
行
わ
れ
、
一
同
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
ス
テ
ー
ジ
発
表
☆

高
校
書
道
部
、高
校
チ
ア

ダ
ン
ス
部
、高
校
２
年
ア

ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ス
音
楽
選

択
者
、高
校
吹
奏
楽
部
、ダ

ン
ス（
有
志
数
組
）、前
高

校
生
徒
会
長
・
副
会
長

☆
特
別
企
画
☆

学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗
イ
ン

ト
ロ
ク
イ
ズ

「
九
学
祭
」大
盛
況
！
校
内
発
表
：
４
年
ぶ
り
に
総
合
体
育
館
で
実
施

一
般
公
開
：
３
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
復
活

【
一
般
公
開
】

【
校
内
発
表
】
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「誰一人取り残されない
学びの保障」の実現を目指して
熊本学習支援センター理事長　仙波	達哉（S25回卒）

九州学院を卒業してはや
51年、九州学院の教師とし
て34年、困難も多々ありま
したが、多くの諸先輩方のご
指導並びに同輩・後輩に恵
まれ、とても充実した時を過
ごせたことは感謝に堪えませ
ん。
さて、現在は不登校やひき

こもりなど様々な困難を抱え
た子どもたちを支援する熊本

私学教育支援事業団の理事長として、「熊本学習支援センター」
を県下に13教室、ボランティアも含め職員数100名超を抱え運
営しております。
全国で約30万人近くの不登校生の数は年々過去最高を記

録し、熊本市においては、政令指定都市の中では最多となってお
り、行き場をなくし苦しんでいる子どもや保護者への支援は急
務となっております。そのような子どもたちの学びと支援の充
実のため、学びの多様化学校（不登校特例校）の必要性が急務
と考え、学校設立準備委員会（代表：鳥飼香代子（熊本大学名誉
教授））を立ち上げ、来春2025年には、廃校となった旧天草下
田南小学校を利用し私立学校法人「小田床（こざとこ）学園」を
設立する方向で現在その準備に取り組んでいるところです。子
どもは宝です。私の行動の原点である「役に立つ善人たれ」の下、
「誰一人取り残されない学びの保障」を共に創り上げられます
よう、皆様方のご理解とご協力を切にお願い申し上げます。
<熊本学習支援センター>
ＨＰ：https://www.klsc.jp
住所：〒862-0971　熊本市中央区大江3-6-8三祐ビル2F
電話：096-288-4482

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」を
開
催

〜
新
成
人
２
３
０
人
が
一
同
に
〜

九
学
チ
ャ
ペ
ル
で

1
月
８
日（
月
・
祝
日
）、

九
州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ

モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル

に
お
い
て
「
二
十
歳
を
祝

う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
は
九
州
学
院
同

窓
会
「
若
手
の
会
」
が
主

催
し
、
二
十
歳
を
迎
え
る

卒
業
生
を
母
校
へ
迎
え
、

恩
師
を
始
め
学
校
関
係
者

や
家
族
ら
で
お
祝
い
す
る

も
の
で
す
。
今
年
は
Ｓ
74

回
・
Ｊ
72
回
の
卒
業
生
約

２
３
０
名
を
中
心
に
３
３

０
名
余
り
が
参

列
し
、
日
笠
山

チ
ャ
プ
レ
ン
の

説
教
を
中
心
に

厳
粛
な
る
記
念

礼
拝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
礼
拝

の
後
に
小
副
川

院
長
、
川
上
若

手
の
会
会
長
、

恩
師
か
ら
の
祝

辞
の
後
に
、
新

成
人
代
表
二
人

が
謝
意
と
決
意

を
述
べ
、
最
後

に
記
念
写
真
撮

影
を
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し

た
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
今
後

の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
心
か
ら

11
月
19
日
、7
人
制
ラ

グ
ビ
ー
の
男
女
の
日
本
代

表
は
、大
阪
で
行
わ
れ
た

ア
ジ
ア
予
選
で
と
も
に

優
勝
し
、今
年
パ
リ
で
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
出
場
権
を
そ
ろ
っ
て
獲

得
し
ま
し
た
。九
学
ラ
グ

ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
石
田
大
河

選
手（
Ｓ
68
回
・
２
０
１
６

年
卒
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）は
日
体
大
で

車
い
す
テ
ニ
ス
の
選
手
で

し
た
が
、
現
在
は
陸
上
や

車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
競

技
の
経
験
は
ま
だ
浅
く
今

回
が
初
め
て
の
大
き
な
大

会
へ
の
出
場
で
し
た
が
、

全
国
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
を
し
た
こ
と
で
、
今

後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ガ
ー
ル
ズ
グ
ラ
ン
プ
リ

3
年
連
続
出
場

尾
方
真
生
氏（
Ｓ
70
回
）

女
子
競
輪
の
尾
方
真
生

選
手（
Ｓ
70
回
・
２
０
１
８

年
卒
）は
昨
年
12
月
29
日

に
行
わ
れ
た「
ガ
ー
ル
ズ
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
２
３
」に
今

回
も
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
は
ビ
ッ
グ

レ
ー
ス
の
優
勝
選
手
と
獲

得
賞
金
額
の
上
位
選
手
の

7
選
手
の
み
し
か
出
場
資

格
が
与
え
ら
れ
な
い
ガ
ー

ル
ズ
ケ
イ
リ
ン
の“
頂
上
決

戦
”と
も
言
わ
れ
る
実
力

選
手
た
ち
の
レ
ー
ス
で
す
。

尾
方
選
手
は
九
学
高
時

代
に
は
陸
上
短
距
離
選
手

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の

経
験
も
あ
り
、
競
輪
に
転

向
後
は
養
成
所
卒
業
記
念

レ
ー
ス
を
制
し
、
女
子
史

上
7
人
目
と
な
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
キ
ャ
ッ
プ
獲
得
を
し

ま
し
た
。
新
人
戦
の
「
競

輪
ル
ー
キ
ー
シ
リ
ー
ズ

２
０
２
０
」
で
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
後
は
「
ガ
ー
ル
ズ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
イ
ー
ン
２

０
２
２
」
で
優
勝
、「
ガ
ー

ル
ズ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は

3
年
連
続
出
場
と
い
う
こ

と
で
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
で

「
銀
メ
ダ
ル
」

矢
島
一
樹
氏（
Ｓ
67
回
）

九
学
Ｏ
Ｂ
矢
島
一
樹
氏

（
Ｓ
67
回
・
２
０
１
５
年
卒
）

は
、10
月
28
日
（
〜
30
日
）

に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

た
「
特
別
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
燃
ゆ
る

感
動
か
ご
し
ま
大
会
」
の

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
（
指
宿
市

に
て
開
催
）
に
熊
本
市
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事

「
銀
メ
ダ
ル
」
に
輝
き
ま

し
た
。
矢
島
氏
は
以
前
は

社
長
を
紹
介
さ
れ
、高
校

２
年
で
芸
能
界
入
り
し
ま

し
た
。２
０
０
５
年
、ド
ラ
マ

『
ご
く
せ
ん
第
２
シ
リ
ー

ズ
』で
３
年
Ｄ
組
の
不
良

生
徒
役
を
演
じ
て
俳
優
デ

ビ
ュ
ー
、２
０
０
６
年
公
開
の

『
ハ
リ
ヨ
の
夏
』で
映
画
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、い
ろ
い
ろ
な

役
を
こ
な
せ
る
カ
メ
レ
オ

ン
俳
優
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
を
始
め
、多
く

の
テ
レ
ビ
・
映
画
の
作
品

に
出
演
し
て
活
躍
を
続
け

て
い
ま
す
。

12
月
16
日
、「
城
見
櫓
」

に
お
い
て
4
年
ぶ
り
に
九

州
学
院
卒
義
務
制
職
員
同

窓
会
（
益
永
一
幸
会
長
）

が
開
催
さ
れ
約
40
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
学
院
か
ら

小
副
川
院
長
、
室
永
校
長

他
、
同
窓
会
か
ら
も
廣
島

会
長
ら
が
加
わ
り
お
互
い

の
交
流
を
深
め
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

1
月
19
日
、
学
院
会
議

室
に
於
い
て
新
卒
業
生
ク

ラ
ス
代
表
と
同
窓
会
役
員

と
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
ま

も
な
く
新
同
窓
生
と
な
る

高
三
の
各
ク
ラ
ス
代
表
と

同
窓
会
役
員
と
の
連
帯
強

化
を
目
的
と
し
て
毎
年
こ

２
月
２
日
、俳
優
高
良

健
吾
氏（
Ｓ
58

回
・
２
０
０
６

年
卒
）主
演
の

映
画「
罪
と
悪
」

が
全
国
公
開
さ

れ
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同

作
品
は
罪
の

真
実
と
正
義
の

在
り
方
を
問

う
本
格
ノ
ワ
ー
ル
ミ
ス
テ

リ
ー
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、

高
良
氏
は「
罪
や
悪
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
た
り
、

必
ず
何
か
感
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
内
容
で
す
。新
し

い
自
分
に
出
会
う
き
っ
か

け
に
も
な
る
映
画
で
す
の

で
、皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
劇
場

で
見
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

高
良
氏
は
九
州
学
院
高
校

１
年
生
の
時
に
熊
本
の
タ

ウ
ン
情
報
誌『
タ
ウ
ン
情

報
ク
マ
モ

ト
』
の
編

集
員
に
ス

カ
ウ
ト
さ

れ
た
の
が

ご
縁
で
東

京
の
芸
能

事
務
所
の

2022年7月、九州学院はアメリカのネブラスカ州立大学カーニー
校とパートナーシップ協定を締結し、翌年2023年7月には第一回研
修団（10人）が現地を訪れるなど交流を深めています。
実は両校が結ばれたご縁は、卒業生、林泰暉氏（S70回・2018年
卒）のご尽力によるものです。林氏はネブラスカ大学カーニー校留学の
後に同協定を起案し両校に打診して締結調印までに導いたのです。そ
の母校愛は言うまでもなく、アイディア、実行力ともに見事です。林氏
は後にパデュー大学を卒業、現在は東京で会社勤めをされています。

〜林泰暉氏からのメッセージ〜
「既成概念を造り変える」真のグローバル人材となれ
「周囲の影響で確立された先入観によって自身の可能性を狭めて欲
しくない」と言う思いから起案し、両校には今のようなプロジェクトを
実現していただきました。学生目線でお話しさせていただくと、当時私
は高校時代の大半を野球に捧げた背景もあり、学業は疎かでした。そ
んな中で留学を志したことは無謀にも思えますが、私にとっては「それ
が潜在的に自分の可能性を否定する理由に足らない」と考えたことが
「今日までの人生における分岐点」でした。その分岐点を増やす試み
が今回のプロジェクトの真髄であり、生徒の皆さんにはその岐路に立
つ機会を十二分に増やしてほしいと思います。考
えるべき、奔走すべきは、今の自分は何をするのが
無難なのかではなく「将来ありたい自分になるた
めに今何をすべきなのか」です。今後、ネブラスカ
大学を始めとした海外大学を検討される生徒の皆
さんは、現地で得た知見を掛け合わせ「既成概念
を造り変える」ことのできる真のグローバル人材と
して日本社会、そして世界を豊かにしていく。そう
期待しております。

お
祈
り
致
し
ま
す
。
お
世

話
を
頂
い
た
九
州
学
院

同
窓
会
若
手
の
会
の
Ｓ
52

回
、
Ｓ
53
回
の
有
志
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

は
主
将
と
し
て
活
躍
し
、

卒
業
後
に
男
子
の
日
本

代
表
チ
ー
ム
に
メ
ン
バ
ー

入
り
し
バ
ッ
ク
ス
と
し
て

存
在
感
を
示
し
て
来
ま

し
た
。こ
の
試
合
で
も
前

半
同
点
の
ト
ラ
イ
を
決
め

る
な
ど
攻
守
で
日
本
の
勝

利
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し

た
。な
お
、父
真
也
氏（
Ｓ

43
回
）、兄
一
貴
氏（
Ｓ
66

回
）
も
九
学
時
代
は
ラ

ガ
ー
と
し
て

花
園
出
場
経

験
の
あ
る
ま
さ

に
九
学
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
す
。
大

河
選
手
の
パ
リ

五
輪
で
の
活
躍

が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

パ
リ
五
輪
出
場
決
定

石
田
大
河
選
手（
Ｓ
68
回
）

（
同
窓
会
だ
よ
り

文
責
・
小
手
川
勲
）

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏
（S43回）が拉致被害者家族会で活動中。

九州学院大同窓会
総会・懇親会

～想うのは大切、会うことはもっと大切～

日時：2024年4月19日㈮
場所：熊本ホテルキャッスル

母校と米国の大学との仲を
取り持った若き同窓生

新
卒
生
代
表
・
同
窓
会

役
員
懇
親
会
を
開
催

九
州
学
院
卒
義
務
制

職
員
同
窓
会
を
開
催

話
題
の
新
作
映
画

「
罪
と
悪
」で
主
演

高
良
健
吾
氏（
Ｓ
58
回
）

の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
新
卒
の
皆
様

の
こ
れ
か
ら
の
御
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

九
学
同
窓
会
だ
よ
り
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①
秋
の
講
演
会
を
開
催

11
月
17
日
㈮
、九
州
学

院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア

ル
・
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、育

友
会
秋
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。講
師
と
し
て

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

名
誉
教
授
、九
州
学
院
育

友
会
元
会
長
の
潮
谷
愛
一

さ
ん
を
お
迎
え
し
て『
み

ん
な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
』

の
演
題
で
ご
講
演
を
た
ま

わ
り
ま
し
た
。潮
谷
さ
ん

は
ご
自
身
の
経
験
と
研
究

に
基
づ
い
た「
赤
ち
ゃ
ん

期
の
大
切
さ
」を
、資
料
を

用
い
て
具
体
的
に
語
ら
れ

ま
し
た
。特
に
こ
の
時
期

に
お
い
て
安
心
・
安
全
が

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
内
に
刻
ま

れ
て「
愛
着
」が
形
成
で
き

た
か
ど
う
か
が
、そ
の
後

の
思
春
期
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
熱
弁

さ
れ
ま
し
た
。出
席
し
た

会
員（
保
護
者
）と
教
職
員

は
、潮
谷
さ
ん
の
お
話
に

傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。

②
九
学
祭
に
出
店
参
加

11
月
３
日
㈷
、九
学
祭

の
一
般
公
開
に
際
し
て
、

中
学
校（
合
同
）・
高
１
・
高

２
・
高
３
・
執
行
部
の
５
団

体
が
特
製
グ
ッ
ズ
の
販
売

や
食
バ
ザ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、実
行
委
員
会

企
画
へ
の
協
賛
も
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
共
通
テ
ス
ト
受
験
激
励

12
月
22
日
㈮
、大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
受
験
生
の

激
励
会
を
開
催
し
、中
山

竜
一
会
長
が
激
励
の
言
葉

を
か
け
て
、育
友
会
提
供

「
合
格
祈
念
グ
ッ
ズ
」を
受

験
生
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

※
中
学
３
年
生
全
員
に
も

別
途
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
支
援

毎
年
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
本
年
度
も

提
供
し
ま
し
た
。点
灯
期

間
中
、優
し
く
美
し
い
光

が
学
院
関
係
者
や
道
行
く

人
々
に
、ク
リ
ス
マ
ス
の

喜
び
と
愛
や
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

⑤
高
３
卒
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
贈
呈

九
州
学
院
高
校
を
卒
業

す
る
高
校
３
年
生
の
皆
さ

ん
に
、今
回
も
育
友
会
が

卒
業
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
Ｓ
76

回
生
の
軌
跡
』を
制
作
し

ま
し
た
。高
校
生
活
３
年

間
を
映
像
や
写
真
で
振
り

返
る
構
成
と
な
り
ま
す
。

※
贈
呈
は
２
月
下
旬
予
定

⑥
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

原
則
と
し
て
毎
週
月
曜

日
の
朝
に
輪
番
制
で
実
施

し
て
い
ま
す
。回
を
重
ね

る
ご
と
に
、爽
や
か
な
挨

拶
を
返
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
数
が
増
え
て
い

て
、私
た
ち
保
護
者
も
嬉

し
さ
や
感
動
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
皆
さ
ま
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

育
友
会
活
動
報
告（
10
月
〜
１
月
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
講
演『
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
を
共
に
味
わ
う
』

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
熊
本・玉
名・八
代
教
会
牧
師
小
泉　

嗣
先
生

12
月
11
日
㈪
、
九
州
学

院
３
号
館
ホ
ー
ル
と
各
教

室（
中
継
）で
２
０
２
３
年

度
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
講
師
と
し
て

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
熊

本
・
玉
名
・
八
代
教
会
牧
師

の
小
泉
嗣
先
生
を
お
迎
え

し
て『
Ｊ
ｏ
ｙ
ｔ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
』の
演
題
で
ご
講

演
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

小
泉
先
生
は
新
約
聖

書
「
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
」
２
章
１
〜
14
節
か

ら
『
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び

を
共
に
味
わ
う
』
を
主
題

に
し
た
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
小
泉
先
生
は
ご
自
身

の
歩
み
を
紹
介
し
つ
つ

「
キ
リ
ス
ト
教
は
人
が
幸

せ
に
生
き
る
た
め
に
存
在

し
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
幸
福
観
は
人

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
人
が
幸
せ
に
な

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
ク
リ
ス
マ
ス

が
あ
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
私
だ
け
、

あ
な
た
だ
け
、で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
す
」と

導
入
部
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

ご
講
演
の
ま
と
め
で

小
泉
先
生
は
「
新
約
聖
書

の
ク
リ
ス
マ
ス
の
箇
所
に

は
、こ
の
『
す
べ
て
の
人
』

を
象
徴
す
る
人
物
（
羊
飼

い
、東
方
の
学
者
（
博
士
）

た
ち
、
聖
家
族
［
御
子
イ

エ
ス
・
母
マ
リ
ア
・
父
ヨ

セ
フ
］）
が
登
場
し
ま
す
。

当
時
の
社
会
的
常
識
で
は

通
常
交
わ
る
（
接
点
が
あ

る
）
こ
と
が
な
か
っ
た
こ

れ
ら
の
人
物
が
、
ク
リ
ス

マ
ス
（
救
い
主
の
誕
生
）

で
は
『
す
べ
て
の
人
』
と

し
て
重
な
っ
て
描
か
れ
、

そ
の
喜
び
が
等
し
く
届
け

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
は『
互
い
の「
違

い
」
を
持
ち
寄
っ
て
共
に

集
い
、「
喜
び
」を
分
か
ち

合
う
こ
と
を
お
ぼ
え
る
』、

そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
毎
年
巡
っ
て
く
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
心
か
ら
願
い
ま
す
」
と

優
し
く
聴
衆
に
語
り
か
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
、
九
州
学
院
を
２

つ
の
訪
問
団
が
訪
れ
、
交

流
の
時
を
も
ち
ま
し
た
。

２
日
㈪
〜
８
日
㈰
、
九

州
ル
ー
テ
ル
学
院
と
と
も

に
姉
妹
校
関
係
に
あ
る
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
カ
レ
ッ
ジ
か
ら

の
訪
問
団
が
来
熊
。
中
高

の
授
業
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
を
通
し
て
交
流
の
機

会
を
多
く
持
ち
ま
し
た
。

授
業
で
は
九
州
学
院
の

中
高
生
と
組
や
班
を
作
っ

て
一
緒
に
学
習
。
英
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

６
日
㈮
に
は
３
校
合
同
で

姉
妹
校
交
流
会
を
開
催
。

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
カ
レ
ッ
ジ

の
生
徒
が
企
画
と
進
行
を

行
い
、
楽
し
い
交
わ
り
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

12
日
㈭
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

か
ら
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
復
活
ル
ー

テ
ル
教
会（
以
下
Ｌ
Ｃ
Ｒ
）

訪
日
団
が
九
州
学
院
を
約

４
年
半
ぶ
り
に
来
訪
。
一

行
は
３
号
館
ホ
ー
ル
で
の

礼
拝
に
参
加
し
て
、
代
表

の
パ
イ
ク
牧
師
が
両
者
の

絆
が
深
ま
る
よ
う
に
、
そ

し
て
世
界
が
平
和
に
な
る

よ
う
に
祈
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
夏
に
は
、

九
州
学
院
中
高
生
と
Ｌ
Ｃ

Ｒ
ユ
ー
ス
の
相
互
訪
問
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

歓
迎
〔
豪
州
〕姉
妹
校
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
カ
レ
ッ
ジ

〔
米
国
〕Ｌ
Ｃ
Ｒ（
復
活
ル
ー
テ
ル
教
会
）

古
賀
咲
希
さ
ん（
２
年
）

は
、
国
内
で
開
催
さ
れ
る

高
校
生
を
対
象
と
し
た
英

語
弁
論
大
会
の
な
か
で
も

最
難
関
と
さ
れ
る
２
つ
の

大
会
で
本
選（
全
国
大
会
）

出
場
を
果
た
す
、
見
事
な

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
11
日
㈯
、
熊
本
市

水
前
寺
共
済
会
館
に
お
い

て
「
第
32
回
全
国
高
等
学

校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大

会
熊
本
県
大
会
」
が
行
わ

れ
、
男
子
の
部
で
棋
道
愛

好
会
所
属
の
益
田
晴
人
さ

ん（
２
年
）が
強
豪
と
の
連

12
月
20
日
㈬
、
熊
本
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ま
が
来
校
さ
れ
、
毎

１
月
30
日
㈫
午
前
６
時

30
分
よ
り
、
熊
本
市
西
区

の
花
岡
山
山
頂
に
お
い
て

熊
本
バ
ン
ド
１
４
８
周
年

記
念
早
天
祈
祷
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
１

年（
１
４
５
周
年
）か
ら
の

３
回
の
早
天
祈
祷
会
は
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に

現
地
に
集
う
人
数
を
制
限

し
て
ラ
イ
ブ
映
像
配
信
を

主
に
行
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
配
信
も
行
い
つ
つ
、

現
地
の
参
加
制
限
を
解
除

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
熊
本
バ
ン
ド
○

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
歴

史
に
は
、
内
村
鑑
三
を
中

心
と
し
た
札
幌
バ
ン
ド
、

植
村
正
久
を
中
心
と
し
た

横
浜
バ
ン
ド
と
熊
本
バ
ン

ド
の
三
源
流
が
あ
り
ま
す
。

熊
本
バ
ン
ド
と
は
、
同
志

社
の
宣
教
師
が
、
熊
本
か

ら
来
た
青
年
た
ち
を
熊
本

の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
意
味

で
呼
び
始
め
た
こ
と
か
ら

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
青
年
た
ち

は
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
に
設
立
さ
れ
た
熊
本
洋

９
月
27
日
㈬
、
上
智
大

学
よ
り
「
第
13
回
上
智
大

学
ジ
ョ
ン
・
ニ
ッ
セ
ル
杯

全
国
高
校
生
英
語
弁
論
大

会
」（
上
智
大
学
言
語
教

育
セ
ン
タ
ー
・
同
外
国
語

学
部
英
語
学
科
主
催
）
の

一
次
審
査
結
果
が
届
き
、

古
賀
さ
ん
が
２
３
７
人
の

総
応
募
者
か
ら
本
選
出
場

有
資
格
者
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
日
本

国
内
の
高
校
に
在
籍
す
る

高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、

戦
を
制
し
て
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ

り
益
田
さ
ん
は
全
国
大
会

（
於
・
金
沢
市
）
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
（
大
会

は
能
登
半
島
地
震
を
う
け

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
）。

益
田
さ
ん
は
昨
夏
に
鹿

児
島
県
指
宿
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
59
回
全
国
高
等

学
校
将
棋
選
手
権
大
会
」

に
続
く
全
国
大
会
出
場
と

な
り
、
今
後
益
々
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
恒
例
の
「
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
九
州
学
院
高
校
の

生
徒
と
教
職
員
は
長
年
に

わ
た
っ
て
献
血
に
協
力
を

し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、

今
回
も
呼
び
か
け
に
応
え

た
高
校
３
年
生
を
中
心
に

約
90
人
が
献
血
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
で
も
全
国
的

に
輸
血
用
血
液
の
不
足
状

態
が
継
続
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
今
回
の
献
血
が
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

九
州
学
院
の
生
徒
で
は

内
村
芙
香
さ
ん（
高
３
）が

「
奉
教
趣
意
書
」口
語
訳
の

朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
お
よ
び
ラ
イ
ブ
配

信
視
聴
で
の
参
加
者
一
同

は
、
村
上
み
か
先
生
（
同

志
社
大
学
神
学
部
教
授
・

同
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン

タ
ー
所
長
、
前
年
度
九
州

学
院
創
立
記
念
講
演
会
講

師
）
に
よ
る
『
命
を
受
け

る
』
と
題
し
た
奨
励
に
傾

聴
し
て
、
１
４
８
年
前
の

出
来
事
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り

を
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。

学
校
で
、
ア
メ
リ
カ
退
役

軍
人
ジ
ェ
ー
ン
ズ
教
師
の

感
化
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト

教
を
受
け
入
れ
た
者
た
ち

で
す
。
彼
ら
は
そ
の
思
い

を
「
奉
教
趣
意
書
」
と
い

う
文
章
に
ま
と
め
、
こ
れ

に
署
名
し
た
35
人
と
後
に

仲
間
に
加
わ
っ
た
者
で
、

そ
の
大
部
分
の
青
年
が
創

立
直
後
の
同
志
社
に
転
校

卒
業
し
て
、
同
志
社
の
み

な
ら
ず
、
日
本
の
近
代
市

民
社
会
形
成
の
上
で
大
き

な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

【
花
岡
山
「
熊
本
バ
ン
ド

奉
教
の
碑
」
解
説
よ
り
】

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
や
海
外
の
日
本
人

学
校
に
通
う
高
校
生
に
も

門
戸
が
開
か
れ
て
お
り
、

本
選
出
場（
20
人
）は
古
賀

さ
ん
の
力
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

10
月
15
日
㈰
、「
第
72

回
チ
ャ
ー
チ
ル
杯
争
奪
全

日
本
高
等
学
校
英
語
弁
論

大
会
」（
関
西
学
院
大
学

と
青
山
学
院
大
学
の
英
語

研
究
部
の
合
同
主
催
）
ニ

次
予
選
で
あ
る
西
日
本
予

選
が
関
西
学
院
大
学
で
開

催
さ
れ
、
古
賀
さ
ん
は
同

予
選
で
４
位
に
入
り
、
上

位
６
人
の
み
に
与
え
ら
れ

る
決
勝
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
全
国
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
由
緒
あ
る
英
語

弁
論
大
会
で
、
西
日
本
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
自
体

困
難
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
大
会
で
す
。

両
大
会
で
本
選
や
決
勝

に
２
年
生
で
見
事
進
出
し

た
古
賀
さ
ん
は
、
今
後
の

大
会
そ
の
他
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
英
語
弁
論
】古
賀
咲
希
さ
ん（
高
２
）が
快
挙
！

〜
難
関
の
２
大
会
で
本
選（
全
国
大
会
）進
出
！
〜

【
将
棋
】益
田
晴
人
さ
ん（
高
２
）が
２
期
連
続
で

全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
！

「
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に

生
徒・教
職
員
が
協
力
！

「
熊
本
バ
ン
ド
」１
４
８

周
年
記
念
早
天
祈
祷
会
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（
中
学
校
）学
友
会
活
動
成
績（
９
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

２
０
２
４
年
は
、
み
ど

り
幼
稚
園
創
立
百
周
年
に

あ
た
る
記
念
の
年
で
す
。

１
９
２
４
年
（
大
正
13

年
）
12
月
、
メ
リ
ー
・
グ

レ
イ
夫
人
宅
の
熊
本
市
大

江
の
宣
教
師
館
の
一
室
で

10
名
の
子
ど
も
を
集
め
、

幼
児
教
育
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
「
み
ど
り

幼
稚
園
」
の
設
立
と
な
っ

て
い
ま
す
。
グ
レ
イ
宣
教

師
夫
妻
の
帰
国
に
伴
い
、

在
熊
の
Ｄ
．Ｇ
．Ｍ
．バ
ッ

ク
夫
妻
に
委
ね
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
の
園
舎
は
、
１

９
２
６
年
、
新
屋
敷
に

あ
っ
た
バ
ッ
ク
夫
妻
の
宣

教
師
館
の
庭
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
１
９
４
１
年
、

熊
本
大
空
襲
で
新
屋
敷
一

帯
は
焼
け
野
が
原
に
な
る

も
の
の
、
み
ど
り
幼
稚
園

の
園
舎
は
消
失
を
免
れ
て

い
ま
す
。
一
説
に
は
、
園

舎
に
十
字
架
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
米
軍
も
狙

わ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
神
が
お
守

り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
戦
後
、
１
９
５
３

年
熊
本
大
水
害
で
被
災
し

ま
し
た
が
、１
９
８
２
年
、

教
職
員
住
宅
跡
地
に
新
築

移
転
を
行
い
、
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
九

州
学
院
と
隣
接
し
て
い
る

と
い
う
立
地
を
生
か
し
、

毎
週
、
九
州
学
院
英
語
科

の
先
生
方
に
よ
る
英
語
あ

そ
び
、
並
び
に
九
州
学
院

体
育
の
先
生
方
に
運
動
あ

そ
び
を
ご
指
導
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。以
前
は
、ド
ー

ナ
ツ
化
現
象
に
よ
り
園
児

数
が
減
少
す
る
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
２
０
１
５

年
か
ら「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
園

児
数
は
１
０
０
名
前
後
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
様
は
、
幼
い
子

ど
も
た
ち
や
、
乳
飲
み
子

ま
で
も
呼
び
寄
せ
て
「
神

の
国
は
こ
の
よ
う
な
者

た
ち
の
も
の
で
あ
る
」
と

言
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を

抱
き
上
げ
、
手
を
置
い
て

祝
福
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。（
マ
ル
コ
に
よ
る
福

音
書
10
章
14
節
よ
り
）

初
代
園
長
、
メ
リ
ー
・

グ
レ
イ
夫
人
を
は
じ
め
、

み
ど
り
幼
稚
園
に
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
方
々
の
幼

児
教
育
へ
の
思
い
は
、
イ

エ
ス
様
の
お
言
葉
に
寄
り

添
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
百
年
の

歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
つ

つ
、
意
思
を
継
承
し
、
子

ど
も
た
ち
に
ぬ
く
も
り
を

与
え
る
「
居
場
所
」
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、本
年
11
月
９
日

㈯
に
百
周
年
記
念
式
典
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園

み
ど
り
幼
稚
園
百
周
年

新
垣
　
力

認
定
こ
ど
も
園
九
州
学
院

み
ど
り
幼
稚
園
園
長

３
年
生
の
古
平
結
明
さ

ん
が
第
４
回
ユ
ー
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会

に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子

12
月
19
日
㈫
午
後
、
同

志
社
中
学
校
（
京
都
市
左

京
区
）
研
修
旅
行
団
の
皆

様
（
約
80
人
）
が
九
州
学

院
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
同
志
社
と
学
校

法
人
九
州
学
院
は
と
も
に

11
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮
、

研
修
旅
行
を
3
泊
4
日
で

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

よ
り
沖
縄
か
ら
広
島
・
関

西
方
面
へ
と
訪
問
先
を
変

更
し
、
２
年
生
が
現
地
を

訪
れ
て
研
修
の
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

初
日
は
広
島
平
和
記
念

公
園
・
資
料
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。
平
和
記
念
公
園

で
ガ
イ
ド
の
方
に
慰
霊
碑

や
記
念
碑
な
ど
の
施
設
を

日
本
代
表
選
手
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
大
会
は
韓

国
の
江
原
道
、
江
陵
ホ
ッ

ケ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
２

０
２
４
年
1
月
19
日
㈮
〜

2
月
2
日
㈮
ま
で
開
催
さ

れ
、
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

月
17
日
㈬
に
は
熊
本
市
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
古

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
に
加
盟
す
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
法
人
で
あ

り
、
同
志
社
と
九
州
学
院

に
は
歴
史
的
に
も
深
い
関

係
性
が
あ
り
ま
す
。

研
修
旅
行
団
の
皆
様

は
九
州
学
院
3
号
館
ホ
ー

ル
で
両
校
の
関
係
性
に
つ

い
て
の
学
習
や
九
州
学
院

中
学
校
紹
介
の
後
、
九

州
学
院
１
０
０
周
年
記

念
歴
史
資
料
・
情

報
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
九
州
学
院
ブ
ラ

ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア

ル
・
チ
ャ
ペ
ル
を

見
学
。
冷
た
い
雨

が
降
る
寒
い
環
境

下
で
し
た
が
、
意

欲
的
に
学
ば
れ
て

平
さ
ん
は
5
歳
か
ら
競
技

を
始
め
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
参
加
し
て
実
力
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で

は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
高

校
進
学
後
も
競
技
を
続
け

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

い
ま
し
た
。
な
お
、
学
習

や
学
校
・
チ
ャ
ペ
ル
・
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
案
内
と
説

明
は
す
べ
て
本
校
の
中
学

生
（
生
徒
会
役
員
と
Ｅ
Ｓ

Ｓ
な
ど
）が
行
い
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
来

訪
と
学
び
、
交
流
を
通
し

て
、
両
校
の
絆
は
さ
ら
に

深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

で
い
ま
し
た
。

3
日
目
は
午
前
中
に
奈

良
公
園
を
訪
れ
、専
門
ガ

イ
ド
に
よ
る
奈
良
公
園

内
、南
大
門
、東
大
寺
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
古
都

奈
良
の
文
化
財
に
触
れ
、

歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
午
後
は
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ー
メ
ン

を
作
り
ま
し
た
。
新
し
い

食
文
化
と
な
っ
た
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
歴
史

を
通
じ
て
、
発
明
・
発
見

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。

最
終
日
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

資
料
館
で
被
爆
資
料
や
遺

品
を
見
た
り
し
て
、
改
め

て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、熊
本

か
ら
持
参
し
た
千
羽
鶴
を

各
ク
ラ
ス
奉
納
し
、
平
和

へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
女
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
へ
移
動

し
て
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

平
和
活
動
の
取
り
組
み
を

聞
き
、一
緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

2
日
目

は
京
都
市

内
で
自
主

研
修
を
行

い
ま
し
た
。

事
前
に
立

て
た
計
画

を
も
と
に
、

観
光
名
所

を
巡
っ
た

り
、
家
族

へ
お
土
産

を
買
っ
た

り
と
、
各

班
楽
し
ん

ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
に

行
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
乗
っ
た
り
、
好

き
な
場
所
で
昼
食
を
と
っ

た
り
と
、
各
班
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

歴
史
や
文
化
、
風
土
に

触
れ
な
が
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
研
修
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
団

行
動
や
集
団
生
活
を
通
し

て
、ク
ラ
ス
の
仲
間
意
識
、

規
範
・
協
同
・
奉
仕
の
精

神
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
充
実

し
た
研
修
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

古
平
さ
ん　

ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
で
銀
メ
ダ
ル
！

同
志
社
中
学
校
の
み
な
さ
ん
が
九
中
に
来
校
さ
れ
ま
し
た

２
年
生
が
研
修
旅
行
で
広
島
・
関
西
を
訪
問

原さん  全国2冠達成！

　10月28日㈯〜 30日
㈪に行われた2023特
別全国障害者スポーツ
大会「燃ゆる感動かごし
ま大会」の陸上競技に
おいて、本校3年生の原
かのんさん が100Ｍ・
200Ｍで全国初出場初
優勝の2冠を達成しまし
た。（記録100Ｍ：18秒

99、200Ｍ：34秒07）また、11月14日㈫
には熊本市を表敬訪問しました。原さんは、小
学校1年生のときに車いす陸上を知り、5年
生から本格的に競技を開始しました。今年夏
ごろに開催された全国大会にも出場予定で
したが、体調不良により欠場となり、今回の大
会が中学生生活最後の全国大会でもありま
した。今後も競技を継続していくそうです。さら
なる活躍を期待しております。

九中
コーナー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

熊
本
市
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

研
修
大
会
（
南
東
部
地
区
）

（
11
月
23
日
）

〈
城
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉

　

３
位　

大
林　

篤
輝（
１
年
）

剣
道
部

熊
本
市
中
学
学
年
別
剣
道
大
会

（
9
月
10
日
）

〈
城
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉

▽
個
人
2
年
の
部

１
位　

落
合　

瞳
真（
２
年
）

２
位　

宮
里　

兼
心（
２
年
）

▽
個
人
1
年
の
部

１
位　

中
司　

健
太（
１
年
）

　

２
位　

小
宮　

尚
通（
１
年
）

第
61
回
県
下
中
学
校
剣
道
大
会

（
新
人
戦
）

（
10
月
22
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

第
59
回
熊
日
杯
県
下
段
別
剣
道

選
手
権
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
初
段
の
部

１
位　

落
合　

瞳
真（
２
年
）

２
位　

宮
里　

兼
心（
２
年
）

　

３
位　

嵩　
　

翔
太（
２
年
）

第
17
回
熊
本
神
泉
会
旗
九
州
選

抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会

（
11
月
19
日
）

〈
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
〉

▽
団
体　

１
位

第
38
回
若
鷲
旗
剣
道
大
会

（
12
月
27
日
）

〈
兵
庫
県
立
武
道
館
〉

▽
団
体　

１
位

柔
道
部

県
下
中
学
校
新
人
柔
道
錬
成
大

会

（
10
月
14
・
15
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
女
子
団
体　

１
位

【
男
子
個
人
】

▽
90
㎏
超
級

　

３
位　

北
村　

宙
大（
１
年
）

【
女
子
個
人
】

▽
48
㎏
級

　

３
位　

石
橋　

莉
乃（
１
年
）

▽
52
㎏
級

　

１
位　

藤
井　

優
花（
１
年
）

▽
57
㎏
級

　

１
位　

吉
永　

衣
織（
２
年
）

九
州
地
区
中
学
校
柔
道
優
勝
大

会

（
12
月
10
日
）

〈
諫
早
市
小
野
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

３
位

▽
女
子
団
体　

１
位

山
鹿
温
泉
祭
中
学
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会

（
10
月
15
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
48
㎏
級

３
位　

石
橋　

莉
乃（
１
年
）

▽
52
㎏
級

　

１
位　

藤
井　

優
花（
１
年
）

▽
57
㎏
級

１
位　

吉
永　

衣
織（
２
年
）

陸
上

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会

（
10
月
28
〜
30
日
）

〈
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム（
鹿
児
島
県

立
鴨
池
陸
上
競
技
場
）〉

▽
２
０
０
ｍ

　

１
位　

原　

か
の
ん（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ

１
位　

原　

か
の
ん（
３
年
）

空
手
道
部

第
18
回
熊
本
県
中
学
生
空
手
道

新
人
大
会

（
12
月
10
日
）

〈
文
徳
高
校
体
育
館
〉

▽
2
年
男
子
個
人
形

　

１
位　

神
山　

紀
仁（
２
年
）

▽
2
年
男
子
個
人
組
手

　

１
位　

神
山　

紀
仁（
２
年
）

▽
1
年
男
子
個
人
組
手

　

３
位　

長
松　
　

蓮（
１
年
）

▽
2
年
女
子
個
人
形

３
位　

後
藤　

璃
乃（
２
年
）

弓
道
部

第
31
回
熊
本
県
中
学
生
新
人
弓

道
大
会

（
11
月
19
日
）

〈
南
部
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体

　

１
位　

冨
永
・
ガ
ス
ケ
ル
・
安
部

▽
男
子
個
人
2
年
生
の
部

　

４
位　

安
部　

大
志（
２
年
）

▽
男
子
個
人
1
年
生
の
部

　

２
位　

井
上　

翔
惺（
１
年
）

　

５
位　

荒
尾　

奈
音（
１
年
）

野
球
部

秋
季
東
部
地
区
中
学
校
軟
式
野

球
大
会

（
10
月
20
日
）

〈
ホ
ン
ダ
熊
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉

　

２
位

日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
杯

熊
本
県
中
学
生
野
球
大
会

（
12
月
9
・
10
日
）

〈
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
〉

　

１
位

第
15
回
熊
本
県
郡
市
選
抜
少
年

軟
式
野
球
大
会（11

月
11
・
12
日
）

〈
藤
崎
台
球
場
〉

１
位　

平
川
小
太
郎（
２
年
）

　
　

上
妻　

隆
暉（
２
年
）

第
9
回
西
日
本
中
学
生
野
球
大

会

（
9
月
23
・
24
日
）

〈
福
岡
大
学
野
球
場
〉

２
位　

福
本　

朋
胤（
３
年
）

　
　
　
　

土
山　

航
平（
３
年
）

第
21
回
全
国
中
学
生
都
道
府
県

対
抗
野
球
大
会
九
州
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
予
選（
10
月
7
・
8
日
）

〈
香
椎
浜
公
園
〉

３
位　

福
本　

朋
胤（
３
年
）

　
　

土
山　

航
平（
３
年
）

水
泳
部

第
55
回
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競

技
大
会

（
10
月
7
・
8
日
）

〈
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
〉

【
男
子
13
〜
15
歳
】

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

８
位　

福
田　

悠
雅（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

７
位　

福
田　

悠
雅（
２
年
）

【
女
子
13
〜
15
歳
】

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

６
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

　

３
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
14
・
15
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

　

２
位　

福
田　

悠
雅（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

１
位　

福
田　

悠
雅（
２
年
）

【
女
子
】

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

第
36
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
協
会
水
泳
競
技
大
会

（
12
月
9
・
10
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

５
位　

福
田　

悠
雅（
２
年
）

【
女
子
】

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位　

石
川　

史
乃（
２
年
）

吹
奏
楽
部

第
54
回
熊
本
県
中
学
校
器
楽
合

奏
コ
ン
ク
ー
ル
（
10
月
7
日
）

〈
熊
本
県
立
劇
場
〉

　

銀
賞
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学
友
会
活
動
成
績（
９
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

剣
道
部

第
42
回
県
下
高
等
学
校
学
年
別

剣
道
選
手
権
大
会（
9
月
9
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
2
年
の
部

１
位　

山
元　

隆
太（
２
年
）

２
位　

近
本　

忠
介（
２
年
）

３
位　

森　
　

凰
介（
２
年
）

▽
1
年
の
部

１
位　

中
村
文
次
郎
（
１
年
）

２
位　

安
方　

晴
真（
１
年
）

熊
本
県
下
高
等
学
校
新
人
戦
剣

道
大
会
兼
第
38
回
九
州
高
等
学

校
選
抜
剣
道
大
会
熊
本
県
予
選

（
11
月
４
・
５
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

▽
個
人
の
部

１
位　

森　
　

凰
介（
２
年
）

２
位　

山
元　

隆
太（
２
年
）

３
位　

近
本　

忠
介（
２
年
）

３
位　

大
平　

翔
己（
２
年
）

第
59
回
熊
日
杯
県
下
段
別
剣
道

選
手
権
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
三
段
の
部

２
位　

小
林　

拓
真（
３
年
）

３
位　

久
留
主
遥
人
（
３
年
）

３
位　

石
橋
健
太
郎（
３
年
）

▽
二
段
の
部

１
位　

森　
　

凰
介（
２
年
）

２
位　

大
平　

翔
己（
２
年
）

３
位　

三
浦　
　

弘（
２
年
）

３
位　

近
本　

忠
介（
２
年
）

第
11
回
高
山
市
長
旗
争
奪
全
国

高
校
選
抜
剣
道
大
会

（
12
月
2
・
3
日
）

〈
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
〉

▽
団
体　

１
位

第
24
回
青
龍
旗
高
校
剣
道
大
会

（
12
月
10
日
）

〈
菊
陽
町
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

第
40
回
若
潮
杯
争
奪
高
校
剣
道

大
会

（
12
月
26
日
）

〈
国
際
武
道
大
学
〉

▽
団
体　

１
位

柔
道
部

県
下
高
校
柔
道
大
会

（
10
月
21
・
22
日
）

〈
人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

▽
女
子
団
体　

２
位

【
男
子
個
人
】

▽
60
㎏
級

１
位　

天
川　

泰
典（
２
年
）

３
位　

堀　
　

太
雅（
１
年
）

▽
66
㎏
級

１
位　

中
園　

頼
人（
２
年
）

▽
81
㎏
級

３
位　

南
波　

真
樹（
１
年
）

▽
１
０
０
㎏
級

１
位　

内
山　

慶
人（
２
年
）

▽
１
０
０
㎏
超
級

　

１
位　

高
倉　

菖
悟（
１
年
）

【
女
子
個
人
】

▽
52
㎏
級

１
位　

吉
永　

碧
衣（
２
年
）

２
位　

赤
星　

凛
咲（
１
年
）

▽
57
㎏
級

２
位　

本
田　

遥
香（
２
年
）

▽
63
㎏
級

２
位　

八
石　

羽
菜（
２
年
）

▽
78
㎏
級

１
位　

鳥
飼　

紅
葉（
１
年
）

第
27
回
九
州
高
等
学
校
新
人
柔

道
大
会

（
11
月
25
・
26
日
）

〈
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
〉

▽
男
子
団
体
出
場

▽
女
子
団
体
出
場

水
泳
部

熊
本
県
高
等
学
校
水
泳
選
手
権

（
新
人
戦
）大
会
兼
第
85
回
末
弘

杯
全
九
州
高
等
学
校
選
手
権
新

人
水
泳
競
技
大
会
予
選
会

（
9
月
2
・
3
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

３
位　

福
味　

昂
一
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

５
位　

福
味　

昂
一
（
１
年
）

８
位　

森
本　

将
嗣（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

森
本　

将
嗣（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

林
田　

陽
音（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

林
田　

陽
音（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

３
位　

黒
木　

敦
也（
２
年
）

５
位　

木
村　

佑
真（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

３
位　

黒
木　

敦
也（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

松
永　

蒼
生（
１
年
）

８
位　

四
月
一
日
大
弥（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

松
永　

蒼
生（
１
年
）

３
位

四
月
一
日
大
弥（
２
年
）

４
位　

松
嶋
進
之
介
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

木
村　

佑
真（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

６
位　

松
嶋
進
之
介（
１
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

３
位　

藤
原
・
四
月
一
日
・

　

松
永
・
福
味

▽
４
×
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

２
位　

林
田
・
黒
木
・
松
永
・

　

藤
原

【
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

３
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

　

３
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

　

４
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

３
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

▽
50
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

８
位　

田
上　

由
菜（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

４
位　

田
上　

由
菜（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

１
位　

中
村
・
清
水
・
奥
村
・

　

田
尻

▽
４
×
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

３
位　

中
山
・
福
田
・
前
田
・

　

中
村

特
別
国
民
体
育
大
会

（
9
月
22
〜
24
日
）

〈
鴨
池
公
園
水
泳
プ
ー
ル
〉

【
少
年
男
子
Ａ
】

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

仲
光　

陸
遥（
３
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

６
位　

仲
光　

陸
遥（
３
年
）

▽
４
×
２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

７
位　

仲
光
・
津
地

第
85
回
末
弘
杯
全
九
州
高
等
学

校
選
手
権
新
人
水
泳
競
技
大
会

（
9
月
30
日
・
10
月
1
日
）

〈
福
岡
市
立
総
合
西
市
民
プ
ー
ル
〉

【
男
子
】

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

７
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

４
位　

林
田　

陽
音（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

７
位　

松
永　

蒼
生（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

８
位

四
月
一
日
大
弥（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

６
位　

藤
原
・
福
味
・
松
永
・

　

四
月
一
日

【
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

８
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

５
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

７
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

７
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

５
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

６
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

２
位　

中
村
・
清
水
・
田
尻
・

　
　

奥
村

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
14
・
15
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

津
地　

佑
輔（
３
年
）

５
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

４
位　

津
地　

佑
輔（
３
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

５
位　

福
味　

昂
一
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

３
位　

林
田　

陽
音（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

林
田　

陽
音（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

３
位　

黒
木　

敦
也（
２
年
）

５
位　

木
村　

佑
真（
２
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

大
久
保
和
温
（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

大
久
保
和
温
（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

３
位　

井
手　
　

葵（
３
年
）

５
位

四
月
一
日
大
弥（
２
年
）

７
位　

松
永　

蒼
生（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

６
位　

岡
﨑　

一
心
（
３
年
）

【
女
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

３
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

６
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

３
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

６
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

５
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

▽
50
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

奥
村
く
ら
ら
（
３
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

奥
村
く
ら
ら
（
３
年
）

５
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

６
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

５
位　

田
上　

由
菜（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

３
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

第
36
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
協
会
水
泳
競
技
大
会

（
12
月
9
・
10
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

３
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

　

７
位　

福
味　

昂
一
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

津
地　

佑
輔（
３
年
）

３
位　

藤
原　

琉
誠（
１
年
）

７
位　

福
味　

昂
一
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

４
位　

黒
木　

敦
也（
２
年
）

６
位　

木
村　

佑
真（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

２
位　

黒
木　

敦
也（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

津
地　

佑
輔（
３
年
）

３
位　

大
久
保
和
温
（
３
年
）

　

６
位　

井
手　
　

葵（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

１
位　

井
手　
　

葵（
３
年
）

　

２
位

四
月
一
日
大
弥（
２
年
）

【
女
子
】

▽
50
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

３
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
１
年
）

２
位　

奥
村
く
ら
ら
（
３
年
）

７
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

７
位　

奥
村　

柚
奈（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

４
位　

田
尻　

千
明（
２
年
）

５
位　

清
水　

宥
妃（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

３
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

８
位　

中
村
ひ
か
り
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

４
位　

福
田
陽
菜
花
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

７
位　

田
上　

由
菜
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

前
田　

深
音（
２
年
）

５
位　

田
上　

由
菜（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

奥
村
く
ら
ら
（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

４
位　

中
山　

花
凜（
２
年
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

熊
本
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
大
会

（
10
月
28
・
29
日
）

〈
大
津
町
総
合
体
育
館
〉

　

４
位

空
手
道
部

熊
本
県
高
等
学
校
空
手
道
新
人

大
会
兼
全
九
州
高
等
学
校
空
手

道
新
人
大
会
県
予
選

〈
御
船
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
〉

（
10
月
27
〜
29
日
）

【
男
子
】

▽
個
人
形

２
位　

東
坂　

柊
哉（
２
年
）

３
位　

小
田　

倖
成（
１
年
）

▽
個
人
組
手

▽
−
61
㎏
級

１
位　

東
坂　

柊
哉（
２
年
）

▽
−
68
㎏
級

３
位　

小
田　

倖
成（
１
年
）

　

３
位　

山
口　

尊
大
（
２
年
）

▽
−
76
㎏
級

１
位　

榎
本　

賢
人（
２
年
）

▽
団
体
形　

２
位

▽
団
体
組
手（
5
人
制
）　

１
位

【
女
子
】

▽
個
人
形

３
位　

田
渕　

愛
茉（
１
年
）

▽
個
人
組
手
−
53
㎏

３
位　

田
渕　

愛
茉（
１
年
）

▽
団
体
形　
　

１
位

▽
団
体
組
手（
5
人
制
）　

４
位

第
43
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手

道
新
人
大
会
兼
第
43
回
全
国
高

等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
予
選

会

（
12
月
1
〜
3
日
）

〈
福
岡
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体
組
手（
5
人
制
）

３
位

▽
男
子
個
人
組
手
−
76
㎏
級

３
位　

榎
本　

賢
人（
２
年
）

弓
道
部

熊
本
県
高
等
学
校
弓
道
競
技
大

会

（
9
月
30
日
・
10
月
1
日
）

〈
八
代
市
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体　

２
位

▽
男
子
個
人

６
位　

森
山　
　

慶（
２
年
）

第
31
回
九
州
高
等
学
校
弓
道
新

人
選
手
権
大
会（11

月
4
・
5
日
）

〈
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
特
設
弓

道
場
〉

▽
男
子
団
体　

ベ
ス
ト
8

第
42
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選

抜
大
会
熊
本
県
予
選

（
11
月
11
・
12
日
）

〈
熊
本
市
植
木
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体

３
位　

竹
原
・
北
里
・
森
山
・

　

齊
木

▽
男
子
個
人

１
位　

齊
木　

俊
将（
２
年
）

▽
女
子
個
人

３
位　

浅
井　

理
央（
２
年
）

第
42
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選

抜
大
会

（
12
月
23
日
）

〈
東
京
武
道
館
特
設
弓
道
場
〉

▽
男
子
個
人
出
場

　

齊
木　

俊
将（
２
年
）

野
球
部

第
１
５
３
回
九
州
地
区
高
等
学

校
野
球
熊
本
大
会

（
9
月
22
日
〜
10
月
9
日
）

〈
リ
ブ
ワ
ー
ク
藤
崎
台
球
場
〉

　

２
位

ラ
グ
ビ
ー
部

県
下
高
校
1
年
生
交
流
試
合

（
9
月
2
日
）

〈
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
〉

　

２
位

第
１
０
３
回
全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
熊

本
県
予
選
（
11
月
5
〜
19
日
）

〈
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
・

水
前
寺
陸
上
競
技
場
〉

　

１
位

第
１
０
３
回
全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
12
月
27
日
〜
1
月
7
日
）

〈
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
〉

　

出
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

特
別
国
民
体
育
大
会

（
10
月
12
〜
14
日
）

〈
薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園

総
合
体
育
館
〉

　

５
位

第
76
回
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
（
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
）
熊
本
県
予
選

（
10
月
21
・
22
・
28
・
29
日
）

〈
熊
本
県
立
総
合
体
育
館
〉

　

１
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
52
回
九
州
高
等
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
熊
本
県
予
選

兼
第
47
回
全
国
選
抜
大
会
熊
本

県
予
選

（
11
月
4
〜
19
日
）

〈
鹿
本
体
育
館
〉

　

３
位

ボ
ク
シ
ン
グ
部

特
別
国
民
体
育
大
会

（
10
月
8
〜
10
日
）

〈
阿
久
根
総
合
運
動
公
園
総
合

体
育
館
〉

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

５
位　

村
上　

雅
喜（
２
年
）

第
55
回
熊
本
県
高
等
学
校
新
人

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会

（
10
月
29
・
30
日
）

〈
熊
本
農
業
高
校
〉

▽
学
校
対
抗　

２
位

【
男
子
】

Ａ
パ
ー
ト

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

１
位　

村
上　

雅
喜（
２
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

１
位　

山
口　

眞
世
（
２
年
）

▽
ミ
ド
ル
級

１
位　

大
前　

秀
虎（
２
年
）

Ｂ
パ
ー
ト

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

１
位　

末
廣　

優
斗（
２
年
）

２
位　

杉
本
健
太
朗
（
１
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

３
位　

髙
島　

大
幸（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

３
位　

福
田　

光
聖（
１
年
）

【
女
子
】

▽
ピ
ン
級

３
位　

立
山　

優
理（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

１
位　

南
野　

希
月（
２
年
）

３
位　

中
根　

咲
希（
１
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

３
位　

坂
井　

理
紗（
１
年
）

▽
バ
ン
タ
ム
級

２
位　

富
田　

結
羽（
１
年
）

３
位　

山
口　

史
織
（
１
年
）

▽
フ
ェ
ザ
ー
級

１
位　

山
口　

結
奈
（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

１
位　

中
川　
　

杏（
２
年
）

第
55
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会

（
11
月
17
〜
19
日
）

〈
諫
早
市
小
野
体
育
館
〉

【
男
子
】

Ａ
パ
ー
ト

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

２
位　

村
上　

雅
喜（
２
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

３
位　

山
口　

眞
世
（
２
年
）

▽
ミ
ド
ル
級

３
位　

大
前　

秀
虎（
２
年
）

【
女
子
】

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

２
位　

南
野　

希
月（
２
年
）

▽
フ
ェ
ザ
ー
級

１
位　

山
口　

結
奈
（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

３
位　

中
川　
　

杏（
２
年
）

自
転
車
競
技
部

熊
本
県
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会

（
11
月
3
・
4
日
）

〈
久
留
米
競
輪
場
〉

【
男
子
】

▽
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

１
位　

岩
﨑　

太
誠（
１
年
）

▽
４
㎞
速
度
競
走

１
位　

岩
﨑　

太
誠（
１
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト･

レ
ー
ス

１
位　

岩
﨑　

太
誠（
１
年
）

【
女
子
】

▽
２
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア

ル･

パ
ー
シ
ュ
ー
ト

１
位　

安
達　

心
晴（
１
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト･

レ
ー
ス

１
位　

安
達　

心
晴（
１
年
）

全
九
州
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会
（
11
月
17
〜
19
日
）

〈
Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州
・
久
留
米
競
輪
場
〉

【
男
子
】

▽
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

２
位　

岩
﨑　

太
誠（
１
年
）

【
女
子
】

▽
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

１
位　

安
達　

心
晴（
１
年
）

▽
2
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア

ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

１
位　

安
達　

心
晴（
１
年
）

▽
ス
ク
ラ
ッ
チ

１
位　

安
達　

心
晴（
１
年
）

陸
上
競
技
部

第
51
回
熊
本
県
高
等
学
校
学
年

別
陸
上
競
技
大
会（
9
月
2
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

【
男
子
】

▽
２
年
１
５
０
０
ｍ

１
位　

一
ノ
瀬
來
祈
（
２
年
）

２
位　

有
村　

颯
恭（
２
年
）

▽
１
年
３
０
０
０
ｍ

１
位　

森
口
慎
之
典
（
１
年
）

３
位　

門
間　

蒼
大（
１
年
）

５
位　

洞
口
稟
太
郎
（
１
年
）

▽
２
年
３
０
０
０
ｍ

　

１
位　

山　

一
颯（
２
年
）

▽
１
年
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

　

１
位　

新
立　
　

崚（
１
年
）

　

２
位　

中
川　

陽
琉（
１
年
）

　

３
位　

坂
井
咲
太
郎
（
１
年
）

【
女
子
】

▽
１
年
１
０
０
ｍ

５
位　

功
能　

朱
莉（
１
年
）

６
位　

角　

百
々
花
（
１
年
）

▽
２
年
１
０
０
ｍ

３
位　

松
岡　
　

結（
２
年
）

▽
２
年
２
０
０
ｍ

１
位

平
本
佳
李
亜
ア
ン
ジ
ェ
ラ（
２
年
）

２
位　

野
村　
　

舞（
２
年
）

▽
１
年
４
０
０
ｍ

３
位　

久
武　

咲
月（
１
年
）

▽
共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

２
位　

大
石
・
松
岡
・
野
村
・

　

平
本

▽
共
通
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

２
位　

久
武
・
松
岡
・
太
田
・

　
　

平
本

第
41
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会
・
熊
本
県
予
選

大
会

（
9
月
15
〜
17
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

【
男
子
】

▽
１
５
０
０
ｍ

２
位　

有
村　

颯
恭（
２
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

１
位　

山　

一
颯（
２
年
）

４
位　

一
ノ
瀬
來
祈
（
２
年
）

▽
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

　

１
位　

新
立　
　

崚（
１
年
）

　

４
位　

中
川　

陽
琉（
１
年
）

▽
ト
ラ
ッ
ク
の
部　

３
位

▽
総
合　

４
位

【
女
子
】

▽
１
０
０
ｍ

４
位　
平
本
佳
李
亜
ア
ン
ジ
ェ
ラ（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ

　

３
位　

松
岡　
　

結（
２
年
）

　

４
位　
平
本
佳
李
亜
ア
ン
ジ
ェ
ラ（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

１
位　

松
岡　
　

結（
２
年
）

　

２
位　

吉
村　

千
優（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

１
位　

太
田　
　

葵（
２
年
）

　

４
位　

角　

百
々
花
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

１
位　

太
田　
　

葵（
２
年
）

　

４
位　

樋
口
愛
実
華
（
２
年
）

▽
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

大
石
・
松
岡
・
野
村
・

　

平
本

▽
4
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

１
位　

太
田
・
松
岡
・
中
野
・

　

吉
村

▽
ト
ラ
ッ
ク
の
部　

１
位

▽
総
合　

３
位

グ
ッ
ド
ハ
ー
ツ
杯
第
2
回
奥
球

磨
駅
伝
競
⾛
大
会（
10
月
1
日
）

〈
多
良
木
町
役
場
ス
タ
ー
ト
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
〉

　

５
位　

山
・
門
間
・
新
立
・

　

船
越
・
水
野
・
佐
藤
・

　

岩
根

第
41
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会（10

月
6
〜
8
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

【
男
子
】

▽
５
０
０
０
ｍ

　

１
位　

山　

一
颯（
２
年
）

【
女
子
】

▽
４
０
０
ｍ

　

８
位　

松
岡　
　

結（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

８
位　

太
田　
　

葵（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

６
位　

太
田　
　

葵（
２
年
）

▽
4
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

７
位　

太
田
・
松
岡
・
中
野
・

　
　

吉
村

第
76
回
熊
本
県
高
等
学
校
駅
伝

競
⾛
大
会

（
11
月
4
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
ス

タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
〉

　

１
位　

水
野
・
一
ノ
瀬
・

　

山
・
船
越
・
迫
・

　

佐
藤
・
岩
根

▽
第
2
区
区
間

１
位　

一
ノ
瀬
來
祈
（
２
年
）

▽
第
4
区
区
間

　

１
位　

船
越　
　

碧（
３
年
）

▽
第
5
区
区
間

１
位　

迫　
　

紘
太（
３
年
）

▽
第
6
区
区
間

１
位　

佐
藤
我
駆
人
（
３
年
）

▽
第
7
区
区
間

１
位　

岩
根　

正
悟（
３
年
）

第
76
回
全
九
州
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
駅
伝
競
⾛
大
会

（
11
月
18
日
）

〈
雲
仙
小
浜
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
〉

　

１
位　

船
越
・
門
間
・

山
・

　

水
野
・
新
立
・
岩
﨑
・

　

迫

▽
第
3
区
区
間

１
位

山　

一
颯（
２
年
）

▽
第
6
区
区
間

１
位　

岩
﨑
桜
太
郎
（
２
年
）

▽
第
7
区
区
間

１
位　

迫　
　

紘
太（
３
年
）

第
48
回
熊
本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公

認
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（
12
月
3
日
）

〈
甲
佐
町
役
場
ス
タ
ー
ト
・フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
〉

▽
10
㎞
高
校
男
子
の
部

　

３
位　

山　

一
颯（
２
年
）

　

４
位　

水
野　

夢
大（
３
年
）

　

５
位　

迫　
　

紘
太（
３
年
）

　

６
位　

佐
藤
我
駆
人（
３
年
）

　

７
位　

岩
﨑
桜
太
郎
（
２
年
）

　

８
位　

船
越　
　

碧（
３
年
）

第
74
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

⾛
大
会

（
12
月
24
日
）

〈
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
ス

タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
〉

10
位　

山
・
岩
根
・
水
野
・

　

船
越
・
岩
﨑
・
佐
藤
・

　

迫

チ
ア
ダ
ン
ス
部

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
競
技
大
会

九
州
大
会

（
11
月
11
日
）

〈
か
す
や
ド
ー
ム
〉

▽SO
NG

/PO
M

部
門

Large

編
成

　

１
位

美
術
部

第
48
回
熊
本
県
高
等
学
校
美
術

展

（
10
月
23
日
）

〈
熊
本
県
立
美
術
館
〉

▽
彫
刻
・
立
体
部
門

優
良
賞　

鶴
丸
ま
り
ん
（
２
年
）

器
楽
（
個
人
出
場
）

第
36
回
熊
本
県
高
等
学
校
器
楽

コ
ン
ク
ー
ル

（
7
月
17
日
）

〈
火
の
君
文
化
ホ
ー
ル
〉

▽
日
本
音
楽
部
門
独
奏
の
部

　
（
箏
曲
）

金
賞　

川
元　

柚
乃（
３
年
）

▽
弦
楽
器
部
門
独
奏
の
部

　
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

　

銀
賞　

小
田
原
莉
子（
２
年
）

２
０
２
３
年
お
か
や
ま
全
国
高

校
生
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
8
月
5
日
）

〈
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
〉

▽
箏
曲

奨
励
賞
川
元
柚
乃（
３
年
）

第
15
回
徳
島
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

〈
徳
島
文
理
大
学
〉（
10
月
7
日
）

▽
邦
楽
器
部
門
独
奏
の
部（
箏
曲
）

銀
賞　

川
元　

柚
乃（
３
年
）

第
30
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
コ

ン
ク
ー
ル

（
12
月
3
日
）

〈
石
橋
文
化
ホ
ー
ル
〉

岸
邉
成
雄
賞

　

川
元　

柚
乃（
３
年
）

吹
奏
楽
部

第
49
回
熊
本
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

（
12
月
10
日
）

〈
玉
名
市
民
会
館
〉

▽
打
楽
器
四
重
奏　

銀
賞

▽
管
楽
六
重
奏　
　

銀
賞

第
27
回
熊
本
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
吹
奏
楽
専
門
部
新
人
コ
ン

ク
ー
ル

（
12
月
23
日
）

〈
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
〉

　

銀
賞

棋
道
愛
好
会

第
32
回
全
国
高
等
学
校
文
化
連

盟
将
棋
新
人
大
会
熊
本
県
大
会

〈
水
前
寺
共
済
会
館
〉（
11
月
11
日
）

▽
男
子
の
部

１
位　

益
田　

晴
人（
２
年
）

英
語

第
36
回
熊
本
県
高
等
学
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

〈
熊
本
学
園
大
学
〉（
9
月
16
日
）

　

２
位　

古
賀　

咲
希（
２
年
）

　
　
　
（
九
州
大
会
出
場
）

第
72
回
チ
ャ
ー
チ
ル
杯
争
奪
全

日
本
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

西
日
本
予
選

（
10
月
15
日
）

〈
関
西
学
院
大
学
〉

　

４
位　

古
賀　

咲
希（
２
年
）

　
　
　
（
決
勝
大
会
出
場
）

第
13
回
上
智
大
学
全
国
高
校
生

英
語
弁
論
大
会
「
ジ
ョ
ン
ニ
ッ
セ

ル
杯
」〈
上
智
大
学
〉（
11
月
18
日
）

　

入
選　

古
賀　

咲
希（
２
年
）


